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請願書・陳情書の書式例

　
市
民
が
市
政
に
関
す
る

こ
と
で
、
市
議
会
に
要
望

や
意
見
を
述
べ
る
こ
と
を

言
い
ま
す
。

　
請
願
・
陳
情
は
ど
ち
ら

も
同
じ
よ
う
な
性
格
を
持

っ
た
も
の
で
す
が
、
手
続

き
の
方
法
等
に
違
い
が
あ

り
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
が
市
政
に
関

す
る
こ
と
で
要
望
や
意
見

が
あ
る
場
合
に
は
、
請
願

や
陳
情
を
活
用
し
て
く
だ

さ
い
。 請

願
・
陳
情
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令和元年（2019）5月1日

No.52No.52No.52
Gikaidayori Kamashi 

議会だより議会だより

　　　　　　とは、国民に保障された憲法上（第16条）の権利で、国または地方公共団体の機関に

対して意見や希望を述べることを言い、その手続き等は請願法に定められています。また、地方

議会に対する請願は、地方自治法及び各議会の会議規則に規定されており、提出には紹介議

員を必要とします。

　 嘉麻市議会では、提出された請願は、委員会で内容を審査し、本会議で採択・不採択の結論

を出します。結論が出たものについては、請願者に通知するとともに、採択した請願は市長など

に送り、その実現を図ります。

請 願

　　　　　　とは、請願と同じような性格を持ったもので、様式も請願に準じるものですが、紹介議

員を必要としません。また、請願ほど明確な法律上の規定がありません。

　 提出された陳情は、議長が必要と判断した場合、所管委員会に審査を付託し内容を審査しま

すが、通常は、全議員に配布されます。

陳 情

　請願・陳情は、文書で行うことになっています。

　提出様式は、特に決まっていませんが、下記の書式例を参考に嘉麻市議会議長あてに提出し

てください。請願書には紹介議員の署名又は押印が必要です。

提出方法

　　　　　　　　　　　　　　　　　○○〇〇〇に関する請願（陳情）書

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成〇年〇月〇日

嘉麻市議会議長　〇〇〇〇　様

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　紹介議員（請願のみ）　〇〇〇〇（署名又は押印）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　請願（陳情）者

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住　所

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏　名　　　　　　　　　　　　　　　㊞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（法人名、代表者名）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電話番号

件名　〇〇〇〇〇について

趣旨　〇〇〇・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・。
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一
般
会
計
予
算
の
主
な
事
業

一
般
会
計
補
正
予
算

新庁舎建設事業（継続費）
27億4,934万円

住宅新築資金等貸付特別会計

３月補正予算（平成31年度分）

4,244万円
(前年度比　610万円減)

国民健康保険特別会計

51億8,732万円
(前年度比2億2,477万円増)

総額409億7,012万円
(前年度比19億9,186万円増)

可決
３１

6会計予算を
平成

年度

一般会計

276億4,036万円
（前年度比21億5,176万円増）

依存財源（他に頼った収入）……… 223億3,841万円（80.8％）

自主財源（本市独自の収入）…………  53億195万円（19.2％）

   

 

【歳入】
依存財源

自主財源

【歳出】

97億1,155万円

※千円以下を切り捨てています。

※会計年度の表記については、平成
　３１年度一般会計予算（特別会計
　含む）として、２０２０年５月３１
　日まで運用しています。

67億8,389万円

48億5,387万円

28億4,426万円

9億8,909万円

8億186万円

10億968万円

1億8,293万円

3億4,652万円

17億3,463万円

6億1,709万円

12億665万円

22億7,118万円

23億4,039万円

7億4,091万円

60億2,038万円
121億7,962万円

6億4,613万円

その他

その他
市債

国・県補助等
地方交付税

繰入金

市税
負担金・手数料等

議会費

総務費

民生費

衛生費

農林水産業費
土木費

消防費

教育費
公債費（借金返済）

その他

義務的経費（人件費など最低限必要な経費）……… 134億4,609万円（48.6％）

投資的経費（事業費など投資する経費）……………  44億2,127万円（16.0％）

その他（施設の維持管理などの経費）…………………… 97億7,299万円（35.4％）

   

 

介護保険特別会計

57億6,580万円
(前年度比　3億6,303万円増)

水道事業会計

17億1,164万円
収益的収出6億4,783万円
資本的支出10億6,381万円
(前年度比7億4,531万円減)

後期高齢者医療特別会計

6億2,254万円
(前年度比　370万円増)

家庭雑排水処理事業

1億3,271万円

(山田小冨士住宅団地汚水処理施設改修工事)

一般会計　　　　　１億2,499万円増

総 額　　　　　277億6,536万円

◯補正予算の主なもの

・プレミアム商品券発行事業

            1億71万円

・熊ヶ畑小学校教室棟基礎補強工事

             2,065万円

・プログラミング学習用ロボットリース料

               362万円
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本
案
は
、
嘉
麻
市
「
福

岡
県
立
山
田
高
等
学
校
跡

地
」
利
活
用
推
進
協
議
会

の
任
務
終
了
に
伴
い
、
当

該
条
例
を
廃
止
す
る
た
め

提
案
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
執
行
部
よ
り
、
こ
の
協

議
会
は
、
平
成
29
年
12
月

定
例
会
に
お
い
て
設
置
条

例
議
決
後
、
速
や
か
に
設

置
し
、
計
７
回
の
慎
重
な

審
議
を
経
て
、
平
成
30
年

10
月
23
日
に
、
嘉
麻
市
長

に
答
申
し
た
こ
と
を
も
っ

て
任
務
が
終
了
し
た
た
め
、

当
該
条
例
を
廃
止
す
る
も

の
で
あ
る
と
の
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

 

委
員
よ
り
、
老
朽
化
に

よ
る
校
舎
の
除
却
や
土
地

の
返
還
に
つ
い
て
県
と
の

協
議
は
済
ん
で
い
る
の
か

と
の
質
問
に
対
し
、
県
か

ら
市
の
利
活
用
計
画
を
示

し
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と

か
ら
協
議
会
を
設
置
し
答

申
を
い
た
だ
い
た
。
今
後

こ
の
計
画
を
基
に
県
へ
方

向
性
を
求
め
て
い
き
た
い

と
の
回
答
が
あ
り
ま
し

た
。

　
ま
た
、
答
申
で
は
、
跡

地
利
活
用
の
具
体
的
な
案

は
出
さ
れ
て
い
な
い
よ
う

だ
が
、
市
と
し
て
の
青
写

真
等
は
あ
る
の
か
と
の
質

問
に
対
し
、
答
申
を
最
大

限
に
尊
重
し
、
様
々
な
可

能
性
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

最
終
的
に
庁
内
の
検
討
委

員
会
に
お
い
て
決
定
し
た

い
と
の
回
答
が
あ
り
ま
し

た
。

　
審
査
の
結
果
、
全
会
一

致
で
可
決
し
ま
し
た
。

※

本
会
議
で
は
、
全
会
一

致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
案
は
、
観
光
拠
点
施

設
に
お
け
る
宿
泊
施
設
の

新
設
に
伴
い
、
条
例
に
所

要
の
改
正
を
行
う
た
め
提

案
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
執
行
部
よ
り
、
平
成
31

年
度
の
供
用
開
始
を
目
途

に
整
備
す
る
宿
泊
施
設
及

び
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー

ス
等
を
有
す
る
「
足
白
農

泊
施
設
」
の
整
備
に
伴
い
、

施
設
の
設
置
及
び
管
理
に

関
し
、
休
館
日
、
開
館
時

間
、
施
設
利
用
料
な
ど
必

要
な
事
項
を
定
め
る
も
の

で
あ
る
と
の
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

　
委
員
よ
り
、
宿
泊
料
金

１
万
５
千
円
は
高
す
ぎ
る

の
で
は
な
い
か
と
の
質
問

に
対
し
、
上
限
と
し
て
１

万
５
千
円
以
内
と
設
定
し

て
い
る
。
相
場
と
し
て
は

素
泊
ま
り
で
５
千
円
前
後

と
な
り
、
夕
食
や
朝
食
と

い
っ
た
オ
プ
シ
ョ
ン
が
付

い
て
７
、
８
千
円
に
な
っ

て
く
る
と
思
う
が
、
指
定

管
理
者
が
決
ま
り
次
第
、

適
正
な
料
金
を
運
営
支
援

計
画
に
基
づ
い
て
定
め
て

い
く
と
の
回
答
が
あ
り
ま

し
た
。

　
ま
た
、
オ
ー
プ
ン
前
に

看
板
等
を
設
置
し
て
Ｐ
Ｒ

し
た
ほ
う
が
い
い
の
で
は

な
い
か
と
の
質
問
に
対
し
、

現
在
、
市
内
外
の
効
果
的

な
場
所
に
看
板
を
設
置
す

る
と
い
う
こ
と
で
場
所
等

を
検
討
し
て
い
る
。
Ｐ
Ｒ

効
果
が
高
ま
る
よ
う
、
可

及
的
速
や
か
に
看
板
の
設

置
を
し
て
い
き
た
い
と
の

回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

　
審
査
の
結
果
、
全
会
一

致
で
可
決
し
ま
し
た
。

※

本
会
議
で
は
、
全
会
一

致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
ど
う
な
る
の
か
と
い

う
質
問
に
対
し
、
複
数
年

契
約
に
よ
り
、
４
月
１
日

以
降
も
契
約
期
間
が
残
っ

て
い
る
も
の
は
、
新
一
部

事
務
組
合
に
継
承
さ
れ
る

も
の
で
あ
る
旨
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
新
一
部
事
務
組

合
に
お
け
る
、
長
い
目
で

見
た
時
の
具
体
的
な
内
容

が
決
め
ら
れ
て
い
な
い
中
、

業
務
を
移
行
す
る
こ
と
は

時
期
尚
早
で
あ
る
と
い
う

反
対
の
意
見
が
あ
り
ま
し

た
。

　
審
査
の
結
果
、
賛
成
多

数
で
可
決
し
ま
し
た
。

※

本
会
議
で
は
、
賛
成
多

数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
案
は
、
平
成
31
年
４

月
１
日
付
で
ふ
く
お
か
県

央
環
境
広
域
施
設
組
合
が

設
立
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、

直
営
施
設
で
あ
る
嘉
麻
浄

ー
ン
セ
ン
タ
ー
、
嘉
麻
斎

場
に
係
る
事
務
執
行
権
が

新
一
部
事
務
組
合
に
移
る

こ
と
か
ら
、
「
嘉
麻
市
嘉

麻
浄
化
セ
ン
タ
ー
条
例
」

「
嘉
麻
市
嘉
麻
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
条
例
」
「
嘉
麻

市
が
設
置
す
る
一
般
廃
棄

物
処
理
施
設
に
係
る
生
活

環
境
影
響
調
査
結
果
の
縦

覧
等
の
手
続
き
に
関
す
る

条
例
」
「
嘉
麻
市
嘉
麻
斎

場
条
例
」
を
廃
止
す
る
た

め
提
案
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
執
行
部
よ
り
、
廃
止
さ

れ
る
４
つ
の
条
例
は
、
新

一
部
事
務
組
合
の
例
規
と

し
て
新
た
に
制
定
さ
れ
る

も
の
で
あ
る
旨
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

　
委
員
よ
り
、
嘉
麻
市
が

契
約
し
た
業
務
委
託
等
は

化
セ
ン
タ
ー
、
嘉
麻
ク
リ

福岡県立山田高等学校跡地

ふくおか県環境広域施設組合

改装中の農泊施設

跡
地
利
活
用
推
進
協

議
会
条
例
を
廃
止
す

る
条
例

委員会
審査結果報告

総務財政委員会 

定例会中に開催された委員会の

審査や活動を報告します。

（各委員会に付託された議案の審査結果は６ページ）

福岡県立山田高等学校
          跡地利活用

ふくおか県環境広域施設組合 
  設立による関係条例の廃止

  

田中委員

山倉委員

中嶋副委員長

中村委員

田中委員長

永水委員

嘉
麻
市
観
光
拠
点
施
設

条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

産業建設委員会  

足白農泊施設の新設

廣方委員

坂口委員

田上副委員長

出水委員石原委員

北冨委員長

嘉
麻
浄
化
セ
ン
タ
ー

条
例
等
を
廃
止
す
る

条
例

民生文教委員会  

新井委員

藤副委員長

中嶋委員 新井委員

岩永委員長 廣瀬委員
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本
案
は
、
嘉
麻
市
「
福

岡
県
立
山
田
高
等
学
校
跡

地
」
利
活
用
推
進
協
議
会

の
任
務
終
了
に
伴
い
、
当

該
条
例
を
廃
止
す
る
た
め

提
案
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
執
行
部
よ
り
、
こ
の
協

議
会
は
、
平
成
29
年
12
月

定
例
会
に
お
い
て
設
置
条

例
議
決
後
、
速
や
か
に
設

置
し
、
計
７
回
の
慎
重
な

審
議
を
経
て
、
平
成
30
年

10
月
23
日
に
、
嘉
麻
市
長

に
答
申
し
た
こ
と
を
も
っ

て
任
務
が
終
了
し
た
た
め
、

当
該
条
例
を
廃
止
す
る
も

の
で
あ
る
と
の
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

 

委
員
よ
り
、
老
朽
化
に

よ
る
校
舎
の
除
却
や
土
地

の
返
還
に
つ
い
て
県
と
の

協
議
は
済
ん
で
い
る
の
か

と
の
質
問
に
対
し
、
県
か

ら
市
の
利
活
用
計
画
を
示

し
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と

か
ら
協
議
会
を
設
置
し
答

申
を
い
た
だ
い
た
。
今
後

こ
の
計
画
を
基
に
県
へ
方

向
性
を
求
め
て
い
き
た
い

と
の
回
答
が
あ
り
ま
し

た
。

　
ま
た
、
答
申
で
は
、
跡

地
利
活
用
の
具
体
的
な
案

は
出
さ
れ
て
い
な
い
よ
う

だ
が
、
市
と
し
て
の
青
写

真
等
は
あ
る
の
か
と
の
質

問
に
対
し
、
答
申
を
最
大

限
に
尊
重
し
、
様
々
な
可

能
性
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

最
終
的
に
庁
内
の
検
討
委

員
会
に
お
い
て
決
定
し
た

い
と
の
回
答
が
あ
り
ま
し

た
。

　
審
査
の
結
果
、
全
会
一

致
で
可
決
し
ま
し
た
。

※

本
会
議
で
は
、
全
会
一

致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
案
は
、
観
光
拠
点
施

設
に
お
け
る
宿
泊
施
設
の

新
設
に
伴
い
、
条
例
に
所

要
の
改
正
を
行
う
た
め
提

案
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
執
行
部
よ
り
、
平
成
31

年
度
の
供
用
開
始
を
目
途

に
整
備
す
る
宿
泊
施
設
及

び
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー

ス
等
を
有
す
る
「
足
白
農

泊
施
設
」
の
整
備
に
伴
い
、

施
設
の
設
置
及
び
管
理
に

関
し
、
休
館
日
、
開
館
時

間
、
施
設
利
用
料
な
ど
必

要
な
事
項
を
定
め
る
も
の

で
あ
る
と
の
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

　
委
員
よ
り
、
宿
泊
料
金

１
万
５
千
円
は
高
す
ぎ
る

の
で
は
な
い
か
と
の
質
問

に
対
し
、
上
限
と
し
て
１

万
５
千
円
以
内
と
設
定
し

て
い
る
。
相
場
と
し
て
は

素
泊
ま
り
で
５
千
円
前
後

と
な
り
、
夕
食
や
朝
食
と

い
っ
た
オ
プ
シ
ョ
ン
が
付

い
て
７
、
８
千
円
に
な
っ

て
く
る
と
思
う
が
、
指
定

管
理
者
が
決
ま
り
次
第
、

適
正
な
料
金
を
運
営
支
援

計
画
に
基
づ
い
て
定
め
て

い
く
と
の
回
答
が
あ
り
ま

し
た
。

　
ま
た
、
オ
ー
プ
ン
前
に

看
板
等
を
設
置
し
て
Ｐ
Ｒ

し
た
ほ
う
が
い
い
の
で
は

な
い
か
と
の
質
問
に
対
し
、

現
在
、
市
内
外
の
効
果
的

な
場
所
に
看
板
を
設
置
す

る
と
い
う
こ
と
で
場
所
等

を
検
討
し
て
い
る
。
Ｐ
Ｒ

効
果
が
高
ま
る
よ
う
、
可

及
的
速
や
か
に
看
板
の
設

置
を
し
て
い
き
た
い
と
の

回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

　
審
査
の
結
果
、
全
会
一

致
で
可
決
し
ま
し
た
。

※

本
会
議
で
は
、
全
会
一

致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
ど
う
な
る
の
か
と
い

う
質
問
に
対
し
、
複
数
年

契
約
に
よ
り
、
４
月
１
日

以
降
も
契
約
期
間
が
残
っ

て
い
る
も
の
は
、
新
一
部

事
務
組
合
に
継
承
さ
れ
る

も
の
で
あ
る
旨
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
新
一
部
事
務
組

合
に
お
け
る
、
長
い
目
で

見
た
時
の
具
体
的
な
内
容

が
決
め
ら
れ
て
い
な
い
中
、

業
務
を
移
行
す
る
こ
と
は

時
期
尚
早
で
あ
る
と
い
う

反
対
の
意
見
が
あ
り
ま
し

た
。

　
審
査
の
結
果
、
賛
成
多

数
で
可
決
し
ま
し
た
。

※

本
会
議
で
は
、
賛
成
多

数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
案
は
、
平
成
31
年
４

月
１
日
付
で
ふ
く
お
か
県

央
環
境
広
域
施
設
組
合
が

設
立
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、

直
営
施
設
で
あ
る
嘉
麻
浄

ー
ン
セ
ン
タ
ー
、
嘉
麻
斎

場
に
係
る
事
務
執
行
権
が

新
一
部
事
務
組
合
に
移
る

こ
と
か
ら
、
「
嘉
麻
市
嘉

麻
浄
化
セ
ン
タ
ー
条
例
」

「
嘉
麻
市
嘉
麻
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
条
例
」
「
嘉
麻

市
が
設
置
す
る
一
般
廃
棄

物
処
理
施
設
に
係
る
生
活

環
境
影
響
調
査
結
果
の
縦

覧
等
の
手
続
き
に
関
す
る

条
例
」
「
嘉
麻
市
嘉
麻
斎

場
条
例
」
を
廃
止
す
る
た

め
提
案
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
執
行
部
よ
り
、
廃
止
さ

れ
る
４
つ
の
条
例
は
、
新

一
部
事
務
組
合
の
例
規
と

し
て
新
た
に
制
定
さ
れ
る

も
の
で
あ
る
旨
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

　
委
員
よ
り
、
嘉
麻
市
が

契
約
し
た
業
務
委
託
等
は

化
セ
ン
タ
ー
、
嘉
麻
ク
リ

福岡県立山田高等学校跡地

ふくおか県環境広域施設組合

改装中の農泊施設

跡
地
利
活
用
推
進
協

議
会
条
例
を
廃
止
す

る
条
例

委員会
審査結果報告

総務財政委員会 

定例会中に開催された委員会の

審査や活動を報告します。

（各委員会に付託された議案の審査結果は６ページ）

福岡県立山田高等学校
          跡地利活用

ふくおか県環境広域施設組合 
  設立による関係条例の廃止

  

田中委員

山倉委員

中嶋副委員長

中村委員

田中委員長

永水委員

嘉
麻
市
観
光
拠
点
施
設

条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

産業建設委員会  

足白農泊施設の新設

廣方委員

坂口委員

田上副委員長

出水委員石原委員

北冨委員長

嘉
麻
浄
化
セ
ン
タ
ー

条
例
等
を
廃
止
す
る

条
例

民生文教委員会  

新井委員

藤副委員長

中嶋委員 新井委員

岩永委員長 廣瀬委員
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農
業
委
員
会
委
員
に
次

の
方
を
選
任
す
る
こ
と
に

つ
い
て
全
会
一
致
で
同
意

し
ま
し
た
。

　
　
　
浅
田
　
信
　 

氏

　
　
　
岡
本
喜
久
生 

氏

　
　
　
小
山
　
修 

　
氏

　
　
　
梶
　
　
德
幸 

氏

　
　
　
品
　
　
勇
二 

氏

　
　
　
嶋
田
　
尋
美 

氏

　
　
　
田
中
　
久
　 

氏

　
　
　
　
田
　
茂
　 

氏

　
　
　
縄
田
　
精
二 

氏

　
　
　
縄
田
　
秀
史 

氏

　
　
　
縄
田
　
緑
　 

氏

　
　
　
　
尾
　
　
広 

氏

　
　
　
日
高
　
寛
司 

氏

　
　
　
山
口
　
義
文 

氏

　
　
　
山
田
　
惠
子 

氏

　
公
平
委
員
会
委
員
に
次

の
方
を
選
任
す
る
こ
と
に

つ
い
て
全
会
一
致
で
同
意

し
ま
し
た
。

　
　
　
松
隈
　
善
之 

氏

　
　
　
石
川
　
穎
子 

氏

　
　
　
桒
野
　
隆
夫 

氏

　
人
権
擁
護
委
員
の
任
期

満
了
に
伴
い
、
引
き
続
き

次
の
方
を
推
薦
す
る
こ
と

に
つ
い
て
全
会
一
致
で
同

意
し
ま
し
た
。

 
 
 
 
 
 

有
吉
　
直
子 

氏

 
 
 
 
 
 

大
里
喜
久
雄 

氏

 
 
 
 
 
 

金
子
　
英
喜 

氏

 
 
 
 
 
 

坂
口
　
清
二 

氏

　
本
請
願
は
12
月
議
会
に

お
い
て
継
続
審
査
と
な
っ

て
い
た
も
の
で
す
。

（
閉
会
中
の
継
続
審
査
）

　
当
施
設
は
憩
の
場
ま
た

は
地
域
交
流
の
場
で
あ

る
。
高
齢
者
の
ひ
き
こ
も

り
を
防
止
し
健
康
を
維
持

す
る
こ
と
に
大
い
に
役

立
っ
て
い
る
。
よ
っ
て
こ

の
施
設
を
「
用
途
廃
止
・

解
体
」
す
る
こ
と
に
断
固

反
対
し
存
続
を
強
く
求
め

る
も
の
で
す
。

（
閉
会
中
の
継
続
審
査
）

　
社
会
保
障
や
財
政
再
建

の
た
め
の
財
源
は
、
所
得

の
少
な
い
人
ほ
ど
負
担
が

重
い
消
費
税
増
税
で
は
な

く
、
ア

ベ

ノ

ミ
ク

ス
で

潤
っ
た
大
企
業
や
巨
額
の

富
を
得
て
い
る
大
富
豪
に

応
分
の
負
担
を
求
め
る
税

制
に
見
直
す
べ
き
で
あ

り
、
政
府
に
対
し
消
費
税

率
10
％
へ
の
引
上
げ
中
止

を
求
め
る
も
の
で
す
。

（
賛
成
少
数

・
不
採
択
）

○可　　決
○可　　決
○可　　決
○可　　決
○可　　決
○可　　決

議案第３号
　〃 第４号
　〃 第５号
　〃 第６号
　〃 第14号
　〃 第34号

総務財政委員会
公平委員会設置条例       
公平委員会の服務の宣誓に関する条例       

「福岡県立山田高等学校跡地」利活用推進協議会条例を廃止する条例       
職員の自己啓発等休業及び修学部分休業に関する条例等の所要の改正       
災害に際し応急措置の業務に従事した者に係る損害補償条例を廃止する条例       
嘉麻市及びふくおか県央環境施設組合公平委員会の協同設置を廃止すること       

議案第１号
　〃 第２号
　〃 第９号
　〃 第10号
　〃 第11号
　〃 第15号
請願第１号

○承　　認
○可　　決
△可　　決
○可　　決
○可　　決
○可　　決
継 続 審 査

専決処分事項の承認（交通事故に係る損害賠償の額を定めることについて）       
子育て総合支援センター条例       
災害弔慰金の支給等に関する条例の所要の改正       
嘉麻浄化センター条例等を廃止する条例       
介護保険条例の所要の改正       
教育センター条例の所要の改正       
稲築社会福祉センターの存続について       

議案第７号
　〃 第８号
　〃 第12号
　〃 第13号
請願第２号

○可　　決
○可　　決
○可　　決
○可　　決
継 続 審 査

職員の特別職の給与等に関する支給条例の所要の改正       
かんがい施設維持管理基金条例の所要の改正       
観光拠点施設条例の所要の改正       
市営住宅条例の所要の改正       
上山田～熊ヶ畑地区・歩道整備を求める請願       

議案第35号
　〃 第36号
　〃 第37号
　〃 第38号
　〃 第39号
　〃 第40号
　〃 第41号
　〃 第42号
　〃 第43号
　〃 第44号
　〃 第45号
　〃 第46号

○可　　決
○可　　決
○可　　決
○可　　決
○可　　決
○可　　決
※△可　決
※△可　決
○可　　決
○可　　決
○可　　決
○可　　決

平成30年度一般会計補正予算（第９号）       
平成30年度国民健康保険事業特別会計補正予算（第５号）       
平成30年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）       
平成30年度住宅新築資金等貸付事業特別会計補正予算（第３号）       
平成30年度介護保険事業特別会計補正予算（第５号）       
平成30年度水道事業会計補正予算（第３号）       
平成31年度一般会計予算       
平成31年度国民健康保険事業特別会計予算       
平成31年度後期高齢者医療特別会計予算       
平成31年度住宅新築資金等貸付事業特別会計予算       
平成31年度介護保険事業特別会計予算       
平成31年度水道事業会計予算       

産業建設委員会

民生文教委員会

予算特別委員会

議案第47号

　〃 第48号
　〃 第49号
報告第１号
　〃 第２号
委員会提出
議案第１号

○可　　決

○可　　決
○可　　決
○承　　認
○承　　認

○可　　決

福岡県市町村退職手当組合を組織する地方公共団体の数の増減及び福岡県市町村
職員退職手当組合規約の変更       
平成30年度一般会計補正予算（第10号）       
平成31年度一般会計補正予算（第１号）       
専決処分事項の承認（交通事故に係る損害賠償の額を定めることについて）       
専決処分事項の承認（市営住宅明渡し等に係る訴えの提起について（５件））       

市議会委員会条例の所要の改正       

その他

各委員会で審査された議案を本会議で採決した結果

議案の結果一覧（3月定例会）
○…全会一致

△…賛成多数

※…討論あり

意見書

人事案件

請　願

消
費
税
率
10
％
へ
の

引
上
げ
の
中
止
を
求

め
る
意
見
書

上
山
田
〜
熊
ヶ
畑
地

区
・
歩
道
整
備
を
求

め
る
請
願

稲
築
社
会
福
祉
セ
ン

タ
ー
の
存
続
に
つ
い
て
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農
業
委
員
会
委
員
に
次

の
方
を
選
任
す
る
こ
と
に

つ
い
て
全
会
一
致
で
同
意

し
ま
し
た
。

　
　
　
浅
田
　
信
　 

氏

　
　
　
岡
本
喜
久
生 

氏

　
　
　
小
山
　
修 

　
氏

　
　
　
梶
　
　
德
幸 

氏

　
　
　
品
　
　
勇
二 

氏

　
　
　
嶋
田
　
尋
美 

氏

　
　
　
田
中
　
久
　 

氏

　
　
　
　
田
　
茂
　 

氏

　
　
　
縄
田
　
精
二 
氏

　
　
　
縄
田
　
秀
史 
氏

　
　
　
縄
田
　
緑
　 

氏

　
　
　
　
尾
　
　
広 

氏

　
　
　
日
高
　
寛
司 

氏

　
　
　
山
口
　
義
文 

氏

　
　
　
山
田
　
惠
子 

氏

　
公
平
委
員
会
委
員
に
次

の
方
を
選
任
す
る
こ
と
に

つ
い
て
全
会
一
致
で
同
意

し
ま
し
た
。

　
　
　
松
隈
　
善
之 

氏

　
　
　
石
川
　
穎
子 

氏

　
　
　
桒
野
　
隆
夫 

氏

　
人
権
擁
護
委
員
の
任
期

満
了
に
伴
い
、
引
き
続
き

次
の
方
を
推
薦
す
る
こ
と

に
つ
い
て
全
会
一
致
で
同

意
し
ま
し
た
。

 
 
 
 
 
 

有
吉
　
直
子 

氏

 
 
 
 
 
 

大
里
喜
久
雄 

氏

 
 
 
 
 
 

金
子
　
英
喜 

氏

 
 
 
 
 
 

坂
口
　
清
二 

氏

　
本
請
願
は
12
月
議
会
に

お
い
て
継
続
審
査
と
な
っ

て
い
た
も
の
で
す
。

（
閉
会
中
の
継
続
審
査
）

　
当
施
設
は
憩
の
場
ま
た

は
地
域
交
流
の
場
で
あ

る
。
高
齢
者
の
ひ
き
こ
も

り
を
防
止
し
健
康
を
維
持

す
る
こ
と
に
大
い
に
役

立
っ
て
い
る
。
よ
っ
て
こ

の
施
設
を
「
用
途
廃
止
・

解
体
」
す
る
こ
と
に
断
固

反
対
し
存
続
を
強
く
求
め

る
も
の
で
す
。

（
閉
会
中
の
継
続
審
査
）

　
社
会
保
障
や
財
政
再
建

の
た
め
の
財
源
は
、
所
得

の
少
な
い
人
ほ
ど
負
担
が

重
い
消
費
税
増
税
で
は
な

く
、
ア

ベ

ノ

ミ
ク

ス
で

潤
っ
た
大
企
業
や
巨
額
の

富
を
得
て
い
る
大
富
豪
に

応
分
の
負
担
を
求
め
る
税

制
に
見
直
す
べ
き
で
あ

り
、
政
府
に
対
し
消
費
税

率
10
％
へ
の
引
上
げ
中
止

を
求
め
る
も
の
で
す
。

（
賛
成
少
数

・
不
採
択
）

○可　　決
○可　　決
○可　　決
○可　　決
○可　　決
○可　　決

議案第３号
　〃 第４号
　〃 第５号
　〃 第６号
　〃 第14号
　〃 第34号

総務財政委員会
公平委員会設置条例       
公平委員会の服務の宣誓に関する条例       

「福岡県立山田高等学校跡地」利活用推進協議会条例を廃止する条例       
職員の自己啓発等休業及び修学部分休業に関する条例等の所要の改正       
災害に際し応急措置の業務に従事した者に係る損害補償条例を廃止する条例       
嘉麻市及びふくおか県央環境施設組合公平委員会の協同設置を廃止すること       

議案第１号
　〃 第２号
　〃 第９号
　〃 第10号
　〃 第11号
　〃 第15号
請願第１号

○承　　認
○可　　決
△可　　決
○可　　決
○可　　決
○可　　決
継 続 審 査

専決処分事項の承認（交通事故に係る損害賠償の額を定めることについて）       
子育て総合支援センター条例       
災害弔慰金の支給等に関する条例の所要の改正       
嘉麻浄化センター条例等を廃止する条例       
介護保険条例の所要の改正       
教育センター条例の所要の改正       
稲築社会福祉センターの存続について       

議案第７号
　〃 第８号
　〃 第12号
　〃 第13号
請願第２号

○可　　決
○可　　決
○可　　決
○可　　決
継 続 審 査

職員の特別職の給与等に関する支給条例の所要の改正       
かんがい施設維持管理基金条例の所要の改正       
観光拠点施設条例の所要の改正       
市営住宅条例の所要の改正       
上山田～熊ヶ畑地区・歩道整備を求める請願       

議案第35号
　〃 第36号
　〃 第37号
　〃 第38号
　〃 第39号
　〃 第40号
　〃 第41号
　〃 第42号
　〃 第43号
　〃 第44号
　〃 第45号
　〃 第46号

○可　　決
○可　　決
○可　　決
○可　　決
○可　　決
○可　　決
※△可　決
※△可　決
○可　　決
○可　　決
○可　　決
○可　　決

平成30年度一般会計補正予算（第９号）       
平成30年度国民健康保険事業特別会計補正予算（第５号）       
平成30年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）       
平成30年度住宅新築資金等貸付事業特別会計補正予算（第３号）       
平成30年度介護保険事業特別会計補正予算（第５号）       
平成30年度水道事業会計補正予算（第３号）       
平成31年度一般会計予算       
平成31年度国民健康保険事業特別会計予算       
平成31年度後期高齢者医療特別会計予算       
平成31年度住宅新築資金等貸付事業特別会計予算       
平成31年度介護保険事業特別会計予算       
平成31年度水道事業会計予算       

産業建設委員会

民生文教委員会

予算特別委員会

議案第47号

　〃 第48号
　〃 第49号
報告第１号
　〃 第２号
委員会提出
議案第１号

○可　　決

○可　　決
○可　　決
○承　　認
○承　　認

○可　　決

福岡県市町村退職手当組合を組織する地方公共団体の数の増減及び福岡県市町村
職員退職手当組合規約の変更       
平成30年度一般会計補正予算（第10号）       
平成31年度一般会計補正予算（第１号）       
専決処分事項の承認（交通事故に係る損害賠償の額を定めることについて）       
専決処分事項の承認（市営住宅明渡し等に係る訴えの提起について（５件））       

市議会委員会条例の所要の改正       

その他

各委員会で審査された議案を本会議で採決した結果

議案の結果一覧（3月定例会）
○…全会一致

△…賛成多数

※…討論あり

意見書

人事案件

請　願

消
費
税
率
10
％
へ
の

引
上
げ
の
中
止
を
求

め
る
意
見
書

上
山
田
〜
熊
ヶ
畑
地

区
・
歩
道
整
備
を
求

め
る
請
願

稲
築
社
会
福
祉
セ
ン

タ
ー
の
存
続
に
つ
い
て
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行
政
の
考
え
を
問
う

行
政
の
考
え
を
問
う

いっぱん質問いっぱん質問

田中　義幸　議員田中　義幸　議員新井　髙雄　議員新井　髙雄　議員 いっぱん質問いっぱん質問

田中　義幸　議員

交通網の整備が過疎化を防ぐ…………………9P

新井　髙雄　議員

市は「いこいの家」存続の請願採択を

尊重せよ  ……………………………………… … 9P

問 交通網の整備が過疎化を
     防ぐ
赤間市長　その通りだ

問 市は「いこいの家」存続の
      請願採択を尊重せよ
答　重く受け止めるが、今後、
    総合的に判断する

質
　
交
通
網
の
整
備
が
過

疎
化
を
止
め
る
重
要
な
政

策
だ
。

赤
間
市
長
　
人
口
減
少
に

つ
い
て
は
そ
の
通
り
だ
。

質
　
福
祉
バ
ス
の
路
線
と

ダ
イ
ヤ
は
ど
う
す
る
。

小
林
地
域
活
性
推
進
課
長

基
本
的
に
見
直
す
。

質
　
大
幅
減
便
と
な
っ
た

碓
井
・
大
分
抗
線
に
つ
い

て
、
現
在
の
山
田
か
ら
桂

川
駅
に
行
っ
て
い
る
市
バ

ス
路
線
を
、
牛
隈
か
ら
碓

井
庁
舎
前
を
経
由
し
て
、

福
岡
県
信
用
組
合
前
を
右

折
、
そ
し
て
第
二
保
育
所

前
に
出
る
よ
う
す
る
案
と
、

現
在
の
路
線
上
庁
舎
前
の

コ
ン
ビ
ニ
周
辺
と
、
農
協

前
信
号
に
停
留
所
を
作
れ

ば
住
民
の
利
便
性
に
叶
う

の
で
は
な
い
か
。

地
域
活
性
推
進
課
長
　
良

い
案
だ
。
西
鉄
と
協
議
す

るセ
ッ
ト
バ
ッ
ク
政
策

質
　
セ
ッ
ト
バ
ッ
ク
す
べ

き
市
道
は
、
県
と
情
報
共

有
が
で
き
て
い
る
か
。

廣
瀬
土
木
課
長
　
で
き
て

な
い
。

質
　
あ
る
市
道
は
、
セ
ッ

ト
バ
ッ
ク
し
た
が
、
８
年

間
放
置
さ
れ
た
ま
ま
で
住

人
が
管
理
し
て
い
る
。
先

日
の
鴨
生
地
区
の
例
も
25

年
間
放
置
さ
れ
て
い
た
。

正
直
者
が
馬
鹿
を
見
る
。

一
部
し
か
セ
ッ
ト
バ
ッ
ク

し
て
い
な
い
道
路
の
管
理

は
ど
う
な
る
。

土
木
課
長
　
全
て
終
わ
っ

て
か
ら
維
持
管
理
す
る
。

意
見
　
終
わ
る
ま
で
20
年
、

30
年
か
か
る
か
も
知
れ
な

い
。
そ
の
間
放
置
す
る
こ

と
に
な
る
。
部
分
的
で
も

セ
ッ
ト
バ
ッ
ク
さ
れ
た
道

路
は
管
理
す
べ
き
だ
。

行
政
区
交
付
金
問
題

質
　
Ａ
・
Ｂ
行
政
区
の
交
付

金
に
つ
い
て
、
昨
年
９
月

に
４
０
１
万
９
６
３
４
円

の
差
額
金
は
事
実
と
異

な
っ
て
い
た
こ
と
を
示
し

た
。
世
帯
数
登
録
の
件
も

行
政
が
容
認
し
て
い
た
。

そ
の
後
ど
う
な
っ
た
か
。

安
陪
総
務
課
長
　
電
話
で

双
方
に
話
を
し
た
が
、
進

展
が
な
い
。

意
見
　
同
じ
嘉
麻
市
の
行

政
区
同
士
が
い
が
み
合
う

の
は
、
非
常
に
良
く
な
い
。

早
急
に
解
決
す
べ
き
だ
。

　
他
に
公
共
施
設
の
統
廃

合
、
防
災
行
政
無
線
に
つ

い
て
質
問
。

質
　
３
月
議
会
冒
頭
、
議

会
は
山
田
い
こ
い
の
家
・

白
雲
荘
の
存
続
に
関
す
る

市
民
か
ら
の
請
願
を
、
採

択
・
議
決
し
た
。

　
行
政
は
、
議
会
が
採
択

し
た
重
み
を
尊
重
し
、
今

後
い
こ
い
の
家
を
残
す
作

業
に
あ
た
ら
な
く
て
は
な

ら
な
い
と
考
え
る
が
ど
う

か
。

赤
間
市
長
　
今
後
、
個
々

の
施
設
の
課
題
や
問
題
点
、

財
源
な
ど
を
総
合
的
に
判

断
し
最
終
な
意
思
決
定
を

行
う
。

意
見
　
全
体
の
問
題
の
中

で
い
こ
い
の
家
を
考
え
て

い
く
と
言
う
が
、
そ
れ
は

議
会
に
対
し
て
全
く
誠
意

が
な
い
こ
と
だ
。
議
会
が

市
民
の
代
表
と
し
て
採
択

し
た
存
続
の
結
論
に
従
っ

て
執
行
す
る
の
が
行
政
の

あ
る
べ
き
姿
で
あ
る
。

　
市
長
の
答
弁
の
言
い
よ

う
は
、
市
政
運
営
が
行
政

に
一
任
さ
れ
て
し
ま
い
、

行
政
が
ひ
と
り
で
先
行
し

て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
か

ね
な
い
も
の
だ
。

子
ど
も
に
係
る
国
民
健
康

保
険
税
の
軽
減
を
求
め
る

質
　
国
民
健
康
保
険
税
は
、

協
会
健
保
や
組
合
健
保
と

違
っ
て
、
収
入
の
な
い
子

ど
も
に
ま
で
も
人
頭
税
の

性
格
を
も
つ
均
等
割
に

よ
っ
て
課
税
し
、
子
育
て

世
代
の
親
が
支
払
う
仕
組

み
に
な
っ
て
い
る
。

　
抜
本
的
改
善
の
た
め
、

全
国
知
事
会
が
国
か
ら
の

補
助
金
１
兆
円
を
要
求
し

て
い
る
が
、
す
ぐ
に
実
現

で
き
る
見
通
し
は
な
い
。

　
実
現
す
る
ま
で
の
間
、

市
独
自
に
財
政
支
援
し
、

均
等
割
を
軽
減
し
て
子
育

て
世
代
を
応
援
す
べ
き
だ
。

　
す
で
に
実
施
し
て
い
る

全
国
の
市
町
村
に
見
習
っ

て
、
本
市
で
も
取
組
む
こ

と
を
求
め
る
。

赤
間
市
長
　
子
ど
も
の
い

る
家
庭
が
全
部
、
国
民
健

康
保
険
で
あ
れ
ば
そ
れ
も

考
え
ら
れ
る
が
、
協
会
健

保
の
子
ど
も
も
い
る
の
で

公
平
性
が
保
た
れ
る
の
か

十
分
議
論
し
た
い
。
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行
政
の
考
え
を
問
う

行
政
の
考
え
を
問
う

いっぱん質問いっぱん質問

田中　義幸　議員田中　義幸　議員新井　髙雄　議員新井　髙雄　議員 いっぱん質問いっぱん質問

田中　義幸　議員

交通網の整備が過疎化を防ぐ…………………9P

新井　髙雄　議員

市は「いこいの家」存続の請願採択を

尊重せよ  ……………………………………… … 9P

問 交通網の整備が過疎化を
     防ぐ
赤間市長　その通りだ

問 市は「いこいの家」存続の
      請願採択を尊重せよ
答　重く受け止めるが、今後、
    総合的に判断する

質
　
交
通
網
の
整
備
が
過

疎
化
を
止
め
る
重
要
な
政

策
だ
。

赤
間
市
長
　
人
口
減
少
に

つ
い
て
は
そ
の
通
り
だ
。

質
　
福
祉
バ
ス
の
路
線
と

ダ
イ
ヤ
は
ど
う
す
る
。

小
林
地
域
活
性
推
進
課
長

基
本
的
に
見
直
す
。

質
　
大
幅
減
便
と
な
っ
た

碓
井
・
大
分
抗
線
に
つ
い

て
、
現
在
の
山
田
か
ら
桂

川
駅
に
行
っ
て
い
る
市
バ

ス
路
線
を
、
牛
隈
か
ら
碓

井
庁
舎
前
を
経
由
し
て
、

福
岡
県
信
用
組
合
前
を
右

折
、
そ
し
て
第
二
保
育
所

前
に
出
る
よ
う
す
る
案
と
、

現
在
の
路
線
上
庁
舎
前
の

コ
ン
ビ
ニ
周
辺
と
、
農
協

前
信
号
に
停
留
所
を
作
れ

ば
住
民
の
利
便
性
に
叶
う

の
で
は
な
い
か
。

地
域
活
性
推
進
課
長
　
良

い
案
だ
。
西
鉄
と
協
議
す

るセ
ッ
ト
バ
ッ
ク
政
策

質
　
セ
ッ
ト
バ
ッ
ク
す
べ

き
市
道
は
、
県
と
情
報
共

有
が
で
き
て
い
る
か
。

廣
瀬
土
木
課
長
　
で
き
て

な
い
。

質
　
あ
る
市
道
は
、
セ
ッ

ト
バ
ッ
ク
し
た
が
、
８
年

間
放
置
さ
れ
た
ま
ま
で
住

人
が
管
理
し
て
い
る
。
先

日
の
鴨
生
地
区
の
例
も
25

年
間
放
置
さ
れ
て
い
た
。

正
直
者
が
馬
鹿
を
見
る
。

一
部
し
か
セ
ッ
ト
バ
ッ
ク

し
て
い
な
い
道
路
の
管
理

は
ど
う
な
る
。

土
木
課
長
　
全
て
終
わ
っ

て
か
ら
維
持
管
理
す
る
。

意
見
　
終
わ
る
ま
で
20
年
、

30
年
か
か
る
か
も
知
れ
な

い
。
そ
の
間
放
置
す
る
こ

と
に
な
る
。
部
分
的
で
も

セ
ッ
ト
バ
ッ
ク
さ
れ
た
道

路
は
管
理
す
べ
き
だ
。

行
政
区
交
付
金
問
題

質
　
Ａ
・
Ｂ
行
政
区
の
交
付

金
に
つ
い
て
、
昨
年
９
月

に
４
０
１
万
９
６
３
４
円

の
差
額
金
は
事
実
と
異

な
っ
て
い
た
こ
と
を
示
し

た
。
世
帯
数
登
録
の
件
も

行
政
が
容
認
し
て
い
た
。

そ
の
後
ど
う
な
っ
た
か
。

安
陪
総
務
課
長
　
電
話
で

双
方
に
話
を
し
た
が
、
進

展
が
な
い
。

意
見
　
同
じ
嘉
麻
市
の
行

政
区
同
士
が
い
が
み
合
う

の
は
、
非
常
に
良
く
な
い
。

早
急
に
解
決
す
べ
き
だ
。

　
他
に
公
共
施
設
の
統
廃

合
、
防
災
行
政
無
線
に
つ

い
て
質
問
。

質
　
３
月
議
会
冒
頭
、
議

会
は
山
田
い
こ
い
の
家
・

白
雲
荘
の
存
続
に
関
す
る

市
民
か
ら
の
請
願
を
、
採

択
・
議
決
し
た
。

　
行
政
は
、
議
会
が
採
択

し
た
重
み
を
尊
重
し
、
今

後
い
こ
い
の
家
を
残
す
作

業
に
あ
た
ら
な
く
て
は
な

ら
な
い
と
考
え
る
が
ど
う

か
。

赤
間
市
長
　
今
後
、
個
々

の
施
設
の
課
題
や
問
題
点
、

財
源
な
ど
を
総
合
的
に
判

断
し
最
終
な
意
思
決
定
を

行
う
。

意
見
　
全
体
の
問
題
の
中

で
い
こ
い
の
家
を
考
え
て

い
く
と
言
う
が
、
そ
れ
は

議
会
に
対
し
て
全
く
誠
意

が
な
い
こ
と
だ
。
議
会
が

市
民
の
代
表
と
し
て
採
択

し
た
存
続
の
結
論
に
従
っ

て
執
行
す
る
の
が
行
政
の

あ
る
べ
き
姿
で
あ
る
。

　
市
長
の
答
弁
の
言
い
よ

う
は
、
市
政
運
営
が
行
政

に
一
任
さ
れ
て
し
ま
い
、

行
政
が
ひ
と
り
で
先
行
し

て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
か

ね
な
い
も
の
だ
。

子
ど
も
に
係
る
国
民
健
康

保
険
税
の
軽
減
を
求
め
る

質
　
国
民
健
康
保
険
税
は
、

協
会
健
保
や
組
合
健
保
と

違
っ
て
、
収
入
の
な
い
子

ど
も
に
ま
で
も
人
頭
税
の

性
格
を
も
つ
均
等
割
に

よ
っ
て
課
税
し
、
子
育
て

世
代
の
親
が
支
払
う
仕
組

み
に
な
っ
て
い
る
。

　
抜
本
的
改
善
の
た
め
、

全
国
知
事
会
が
国
か
ら
の

補
助
金
１
兆
円
を
要
求
し

て
い
る
が
、
す
ぐ
に
実
現

で
き
る
見
通
し
は
な
い
。

　
実
現
す
る
ま
で
の
間
、

市
独
自
に
財
政
支
援
し
、

均
等
割
を
軽
減
し
て
子
育

て
世
代
を
応
援
す
べ
き
だ
。

　
す
で
に
実
施
し
て
い
る

全
国
の
市
町
村
に
見
習
っ

て
、
本
市
で
も
取
組
む
こ

と
を
求
め
る
。

赤
間
市
長
　
子
ど
も
の
い

る
家
庭
が
全
部
、
国
民
健

康
保
険
で
あ
れ
ば
そ
れ
も

考
え
ら
れ
る
が
、
協
会
健

保
の
子
ど
も
も
い
る
の
で

公
平
性
が
保
た
れ
る
の
か

十
分
議
論
し
た
い
。
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委
員
会
の
動
き

　子どもの年齢に応じた切れ目のない支援を行うため、母子保健に関す

ること、子どもの発達相談支援に関すること、教育や就学の相談に関す

ること、児童虐待に関することなど、総合的に支援していくことを目的

としています。保健師などの専門職や相談員を配置し、福祉・保健・教

育が連携した支援を行います。

今までの嘉麻市の子育て支援体制の課題

設置したことにより

◯子どもを取り巻く環境が多様化、複雑化、
　深刻化
　・児童虐待やその恐れのある子どもへの対応

　・発達障害やその疑いがある子どもへの対応

　・不登校や集団になじまない子どもへの対応

◯縦割り行政の弊害
　・命令系統が複数あり、スピード感がない

　・問題が小さいうちは、情報が共有されにく

　　い

　・単独での対応が困難なケースが増加

　・年齢に切れ目のない総合的な支援ができて

　　いない

◯子どもの年齢に応じた切れ目のない支援（縦の連携）
◯福祉、保健、教育等が連携した総合的な支援（横の連携）
◯子どもや子育て支援に係る専門性の向上
◯子育てや教育に関する相談にワンステップで対応、支援
◯必要に応じて、より専門的な機関へつなぐ調整機能

【嘉麻市子育て総合支援センター】
子育て支援課

母子保健係 発達相談支援係 家庭・教育相談支援係

場所：嘉麻市上山田３９２番地（山田庁舎）
電話： 53-1104（母子保健係・発達相談支援係）
　　　53-1186（家庭・教育相談支援係）

一 般 会 計 　 　 　   4億9,981万円減

国民健康保険特別会計 　 　 　    108万円減

介護保険特別会計 　 　    5,181万円減

住宅新築資金特別会計　　　　　　　519万円減

一般会計補正の主なもの
（ 歳 入）

ブロック塀・冷房設備対応臨時特例交付金

                                              6,290万円

農林水産業施設災害復旧費補助金 3,520万円

林道災害復旧費補助金　　　       3,743万円

（ 歳 出）

小学校空調設備設置工事        1億3,167万円

中学校空調設備設置工事        1億4,082万円

エアコン設置イメージ

総 額　　　　　　　　296億3,671万円

総 額　　　　　　　　　55億2,662万円

総 額　　　　　　　　　　6億1,627万円

総 額　　　　　　　　　55億2,960万円

総 額　　　　　　　　　　　　4,489万円

水 道 事 業 会計　　　　　　　　　 1,650万円減

収益的支出　　　　　  　   6億9,906万円
資本的支出　　　　　　   17億4,594万円

後期高齢者医療特別会計　　　　7,132万円減

６会計総額　　437億9,912万円

３月補正予算
（平成30年度分）

※千円以下を切り捨てています。

民
生
文
教
委
員
会

１
月
４
日

　
請
願
審
査

　
（
付
託
案
件
）

産
業
建
設
委
員
会

１
月
６
日

　
請
願
審
査

　
（
付
託
案
件
）

議
会
運
営
委
員
会

２
月
13
日

　
３
月
定
例
会
の
日
程

　
な
ど

３
月
12
日

　
定
例
会
最
終
日
の
日
程

　
な
ど

広
報
編
集
特
別
委
員

12
月
18
日

　
議
会
広
報
編
集

１
月
15
日

　
議
会
広
報
編
集

１
月
21
日

　
議
会
広
報
編
集

１
月
24
日

　
議
会
広
報
編
集

嘉麻市子育て総合支援センター

  「子育て支援課」を設置

嘉麻市子育て総合支援センター

  「子育て支援課」を設置

嘉麻市子育て総合支援センター

  「子育て支援課」を設置
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ること、児童虐待に関することなど、総合的に支援していくことを目的

としています。保健師などの専門職や相談員を配置し、福祉・保健・教

育が連携した支援を行います。

今までの嘉麻市の子育て支援体制の課題

設置したことにより

◯子どもを取り巻く環境が多様化、複雑化、
　深刻化
　・児童虐待やその恐れのある子どもへの対応
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林道災害復旧費補助金　　　       3,743万円
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６会計総額　　437億9,912万円
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（平成30年度分）

※千円以下を切り捨てています。

民
生
文
教
委
員
会

１
月
４
日

　
請
願
審
査

　
（
付
託
案
件
）

産
業
建
設
委
員
会

１
月
６
日

　
請
願
審
査

　
（
付
託
案
件
）

議
会
運
営
委
員
会

２
月
13
日

　
３
月
定
例
会
の
日
程

　
な
ど

３
月
12
日

　
定
例
会
最
終
日
の
日
程

　
な
ど

広
報
編
集
特
別
委
員

12
月
18
日

　
議
会
広
報
編
集

１
月
15
日

　
議
会
広
報
編
集

１
月
21
日

　
議
会
広
報
編
集

１
月
24
日

　
議
会
広
報
編
集

嘉麻市子育て総合支援センター

  「子育て支援課」を設置

嘉麻市子育て総合支援センター

  「子育て支援課」を設置

嘉麻市子育て総合支援センター

  「子育て支援課」を設置
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嘉
麻
市
議
会
に
は
、
地

方
自
治
法
第
１
０
９
条
の

規
定
に
基
づ
き
設
置
さ
れ

た
常
任
委
員
会
が
３
つ
あ

り
ま
す
。
常
任
委
員
会
は

常
時
設
置
さ
れ
て
お
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
所
管
（
責
任

を

も

っ
て
管

理

す

る
範

囲
）
が
あ
り
ま
す
。
議
会

開
会
中
は
も
ち
ろ
ん
、
議

会
の
閉
会
中
も
議
長
の
許

可
を
得
て
、
委
員
会
を
開

催
し
、
審
査
又
は
調
査
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
議
員
は
い
ず
れ
か
ひ
と

つ
の
常
任
委
員
会
に
所
属

し
て
い
ま
す
。

　
い
ず
れ
の
委
員
会
も
本

会
議
で
付
託
さ
れ
た
案
件

に
つ
い
て
審

査

し
、
委
員

会
と
し
て
の
可
否
を
決
定

し
ま
す
。

　
そ
の
後
、
本
会
議
に
お

い
て
委
員
長
が
そ
の
結
果

報
告
を
行
い
、
嘉
麻
市
議

会
と
し
て
の
可
否
を
決
定

し
ま
す
。

委
員
会

常
任
委
員
会

各常任委員会の所管
（責任をもって管理する範囲）

民生文教委員会の所管

　
特
別
委
員
会
は
、
特
定

の
問
題
を
審
査
又
は
調
査

す
る
た
め
に
必
要
に
応
じ

て
設
置
さ
れ
る
委
員
会
で

す
。
現
在
設
置
さ
れ
て
い

る
特
別
委
員
会
と
審
査
及

び
調
査
内
容
は
次
の
と
お

り
で
す
。

広
報
編
集
特
別
委
員
会

・
議
会
報
に
関
す
る
こ
と

行
財
政
改
革
に
関
す
る

調
査
特
別
委
員
会

・
行
財
政
改
革
の
推
進
に

　
関
す
る
こ
と

新
庁
舎
に
関
す
る
調
査

特
別
委
員
会

・
新
庁
舎
に
関
す
る
こ
と

議
会
改
革
に
関
す
る
調

査
特
別
委
員
会

・
議
会
改
革
に
関
す
る
こ

　
と

特
別
委
員
会

　
嘉
麻
市
議
会
に
は
、
地

方
自
治
法
第
１
０
９
条
の

規
定
に
基
づ
き
設
置
さ
れ

た
議
会
運
営
委
員
会
あ
り

ま
す
。
議
会
運
営
委
員
会

は
議
会
の
円
滑
な
運
営
を

行
う
た
め
常
時
設
置
さ
れ

て
お
り
、
定
例
会
や
臨
時

会
の
議
事
日
程
、
議
事
の

順
序
や
進
め
方
な
ど
を
協

議
し
ま
す
。

　
ま
た
、
議
長
の
諮
問
事

項
（
意
見
を
求
め
る
こ
と
）

に
つ
い
て
も
調
査
・
協
議

を
行
い
ま
す
。
議
会
開
会

中
は
も
ち
ろ
ん
、
議
会
の

閉
会
中
も
議
長
の
許
可
を

得
て
、
委
員
会
を
開
催
し
、

審
査
又
は
調
査
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

 

議
会
運
営
委
員
会
の
定

数
は
６
人
で
各
常
任
委
員

長
と
各
常
任
委
員
会
か
ら

１
名
ず
つ
選
出
が
さ
れ
ま

す
。

議
会
運
営
委
員
会

　
議
会
の
種
類
に
は
定
期

的
に
開
か
れ
る
定
例
会
と

必
要
が
あ
る
場
合
に
開
か

れ
る
臨
時
会
が
あ
り
ま
す
。

議
会
は
市
長
が
招
集
し
ま

す
。

　
定
例
会
や
臨
時
会
は
会

期
を
定
め
、
そ
の
期
間
中

に
本

会

議
や

委

員

会
を

開
い
て
議
案
の
審
査
な
ど
、

議
会
活
動
を
行
い
ま
す
。

　
定
例
会
は
３
月
、
６
月
、

９
月
、
12
月
に
年
４
回
開

く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

議
会
の

　
　
　し
く
み

定例会の流れ
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会
期(

毎
定
例
会
の
初
日
に
議
会
の
議
決
で
決
定
し
ま
す
）

本
会
議

委
員
会

議会運営委員会

議会運営委員会 ・議会前に開催し、本会議の運営について協議します。

・議長が開会の宣言をします。

・議長が議案などの案件を議題にします。

・議案の提出者（市長）が主旨を説明します。

・議員が議案に対して疑問点を質問し、提案者が答えます。

・付託された議案などについて審査し、委員会としての可否
　を決めます。
※嘉麻市議会では、総務財政委員会、民生文教委員会、産業
　建設委員会の３つの常任委員会があり、各委員会で専門的
　に詳しく審査します。

・議員が議案とは関係なく市政全般について質問し、
　　　　　　　　　　　　　　市長などが答弁します。

・最終日の議事日程などについて協議します。

・委員会での審査経過や結果を報告します。

・議案などについて、議員が賛成・反対の意見を述べます。

・議案などの採決を行い、市議会の意思を決定します。

・議長が閉会の宣言をします。

・議案を詳細に審査するために各委員会に審査を委ねます。

本
会
議

本
会
議

採 決

討 論

委員長報告

一般質問

審査・採決

委員会付託

議案質疑

提案説明

議案上程

開　会

閉 会

・市民課に関すること

・環境課に関すること

・人権・同和対策課に関すること

・福祉事務所に関すること

・教育委員会に関すること

総務財政委員会の所管

・総務課に関すること

・人事秘書課に関すること

・防災対策課に関すること

・男女共同参画推進課に関すること

・企画財政課に関すること

・管財課に関すること

・地域活性推進課に関すること

・税務課に関すること

・総合窓口課に関すること

・選挙管理委員会に関すること

・固定資産評価審査委員会に関す

ること

・会計管理者に関すること

・監査委員に関すること

・公平委員会に関すること

・他の委員会に属さないこと

産業建設委員会の所管

・農林振興課に関すること

・産業振興課に関すること

・住宅課に関すること

・土木課に関すること

・農業委員会に関すること

・水道局に関すること
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嘉
麻
市
議
会
に
は
、
地

方
自
治
法
第
１
０
９
条
の

規
定
に
基
づ
き
設
置
さ
れ

た
常
任
委
員
会
が
３
つ
あ

り
ま
す
。
常
任
委
員
会
は

常
時
設
置
さ
れ
て
お
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
所
管
（
責
任

を

も

っ
て
管

理

す

る
範

囲
）
が
あ
り
ま
す
。
議
会

開
会
中
は
も
ち
ろ
ん
、
議

会
の
閉
会
中
も
議
長
の
許

可
を
得
て
、
委
員
会
を
開

催
し
、
審
査
又
は
調
査
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
議
員
は
い
ず
れ
か
ひ
と

つ
の
常
任
委
員
会
に
所
属

し
て
い
ま
す
。

　
い
ず
れ
の
委
員
会
も
本

会
議
で
付
託
さ
れ
た
案
件

に
つ
い
て
審

査

し
、
委
員

会
と
し
て
の
可
否
を
決
定

し
ま
す
。

　
そ
の
後
、
本
会
議
に
お

い
て
委
員
長
が
そ
の
結
果

報
告
を
行
い
、
嘉
麻
市
議

会
と
し
て
の
可
否
を
決
定

し
ま
す
。

委
員
会

常
任
委
員
会

各常任委員会の所管
（責任をもって管理する範囲）

民生文教委員会の所管

　
特
別
委
員
会
は
、
特
定

の
問
題
を
審
査
又
は
調
査

す
る
た
め
に
必
要
に
応
じ

て
設
置
さ
れ
る
委
員
会
で

す
。
現
在
設
置
さ
れ
て
い

る
特
別
委
員
会
と
審
査
及

び
調
査
内
容
は
次
の
と
お

り
で
す
。

広
報
編
集
特
別
委
員
会

・
議
会
報
に
関
す
る
こ
と

行
財
政
改
革
に
関
す
る

調
査
特
別
委
員
会

・
行
財
政
改
革
の
推
進
に

　
関
す
る
こ
と

新
庁
舎
に
関
す
る
調
査

特
別
委
員
会

・
新
庁
舎
に
関
す
る
こ
と

議
会
改
革
に
関
す
る
調

査
特
別
委
員
会

・
議
会
改
革
に
関
す
る
こ

　
と

特
別
委
員
会

　
嘉
麻
市
議
会
に
は
、
地

方
自
治
法
第
１
０
９
条
の

規
定
に
基
づ
き
設
置
さ
れ

た
議
会
運
営
委
員
会
あ
り

ま
す
。
議
会
運
営
委
員
会

は
議
会
の
円
滑
な
運
営
を

行
う
た
め
常
時
設
置
さ
れ

て
お
り
、
定
例
会
や
臨
時

会
の
議
事
日
程
、
議
事
の

順
序
や
進
め
方
な
ど
を
協

議
し
ま
す
。

　
ま
た
、
議
長
の
諮
問
事

項
（
意
見
を
求
め
る
こ
と
）

に
つ
い
て
も
調
査
・
協
議

を
行
い
ま
す
。
議
会
開
会

中
は
も
ち
ろ
ん
、
議
会
の

閉
会
中
も
議
長
の
許
可
を

得
て
、
委
員
会
を
開
催
し
、

審
査
又
は
調
査
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

 

議
会
運
営
委
員
会
の
定

数
は
６
人
で
各
常
任
委
員

長
と
各
常
任
委
員
会
か
ら

１
名
ず
つ
選
出
が
さ
れ
ま

す
。

議
会
運
営
委
員
会

　
議
会
の
種
類
に
は
定
期

的
に
開
か
れ
る
定
例
会
と

必
要
が
あ
る
場
合
に
開
か

れ
る
臨
時
会
が
あ
り
ま
す
。

議
会
は
市
長
が
招
集
し
ま

す
。

　
定
例
会
や
臨
時
会
は
会

期
を
定
め
、
そ
の
期
間
中

に
本

会

議
や

委

員

会
を

開
い
て
議
案
の
審
査
な
ど
、

議
会
活
動
を
行
い
ま
す
。

　
定
例
会
は
３
月
、
６
月
、

９
月
、
12
月
に
年
４
回
開

く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

議
会
の

　
　
　し
く
み

定例会の流れ
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会
期(

毎
定
例
会
の
初
日
に
議
会
の
議
決
で
決
定
し
ま
す
）

本
会
議

委
員
会

議会運営委員会

議会運営委員会 ・議会前に開催し、本会議の運営について協議します。

・議長が開会の宣言をします。

・議長が議案などの案件を議題にします。

・議案の提出者（市長）が主旨を説明します。

・議員が議案に対して疑問点を質問し、提案者が答えます。

・付託された議案などについて審査し、委員会としての可否
　を決めます。
※嘉麻市議会では、総務財政委員会、民生文教委員会、産業
　建設委員会の３つの常任委員会があり、各委員会で専門的
　に詳しく審査します。

・議員が議案とは関係なく市政全般について質問し、
　　　　　　　　　　　　　　市長などが答弁します。

・最終日の議事日程などについて協議します。

・委員会での審査経過や結果を報告します。

・議案などについて、議員が賛成・反対の意見を述べます。

・議案などの採決を行い、市議会の意思を決定します。

・議長が閉会の宣言をします。

・議案を詳細に審査するために各委員会に審査を委ねます。

本
会
議

本
会
議

採 決

討 論

委員長報告

一般質問

審査・採決

委員会付託

議案質疑

提案説明

議案上程

開　会

閉 会

・市民課に関すること

・環境課に関すること

・人権・同和対策課に関すること

・福祉事務所に関すること

・教育委員会に関すること

総務財政委員会の所管

・総務課に関すること

・人事秘書課に関すること

・防災対策課に関すること

・男女共同参画推進課に関すること

・企画財政課に関すること

・管財課に関すること

・地域活性推進課に関すること

・税務課に関すること

・総合窓口課に関すること

・選挙管理委員会に関すること

・固定資産評価審査委員会に関す

ること

・会計管理者に関すること

・監査委員に関すること

・公平委員会に関すること

・他の委員会に属さないこと

産業建設委員会の所管

・農林振興課に関すること

・産業振興課に関すること

・住宅課に関すること

・土木課に関すること

・農業委員会に関すること

・水道局に関すること
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請願書・陳情書の書式例

　
市
民
が
市
政
に
関
す
る

こ
と
で
、
市
議
会
に
要
望

や
意
見
を
述
べ
る
こ
と
を

言
い
ま
す
。

　
請
願
・
陳
情
は
ど
ち
ら

も
同
じ
よ
う
な
性
格
を
持

っ
た
も
の
で
す
が
、
手
続

き
の
方
法
等
に
違
い
が
あ

り
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
が
市
政
に
関

す
る
こ
と
で
要
望
や
意
見

が
あ
る
場
合
に
は
、
請
願

や
陳
情
を
活
用
し
て
く
だ

さ
い
。 請

願
・
陳
情

■発行責任者/嘉麻市議会議長　　■編集/嘉麻市議会広報編集特別委員会　☎0948(62)5664　FAX0948(62)4801　■印刷/（有）松岡オフセット印刷

 

 

 

 

 

委員会のうごき・３月補正予算

いっぱん質問

嘉麻市子育て総合支援センター

「子育て支援課」を設置

議会のしくみ

委員会

請願・陳情

表紙.

２Ｐ.

４Ｐ.

６Ｐ.

７Ｐ.

８Ｐ.

９Ｐ.

11Ｐ.

12Ｐ.

13Ｐ.

14Ｐ.

表紙.

２Ｐ.

４Ｐ.

６Ｐ.

７Ｐ.

ドキドキの新一年生

平成31年度６会計予算を可決

委員会審査結果報告

議案の結果一覧

人事案件・意見書・請願

 

 
令和元年（2019）5月1日

No.52No.52No.52
Gikaidayori Kamashi 

議会だより議会だより

　　　　　　とは、国民に保障された憲法上（第16条）の権利で、国または地方公共団体の機関に

対して意見や希望を述べることを言い、その手続き等は請願法に定められています。また、地方

議会に対する請願は、地方自治法及び各議会の会議規則に規定されており、提出には紹介議

員を必要とします。

　 嘉麻市議会では、提出された請願は、委員会で内容を審査し、本会議で採択・不採択の結論

を出します。結論が出たものについては、請願者に通知するとともに、採択した請願は市長など

に送り、その実現を図ります。

請 願

　　　　　　とは、請願と同じような性格を持ったもので、様式も請願に準じるものですが、紹介議

員を必要としません。また、請願ほど明確な法律上の規定がありません。

　 提出された陳情は、議長が必要と判断した場合、所管委員会に審査を付託し内容を審査しま

すが、通常は、全議員に配布されます。

陳 情

　請願・陳情は、文書で行うことになっています。

　提出様式は、特に決まっていませんが、下記の書式例を参考に嘉麻市議会議長あてに提出し

てください。請願書には紹介議員の署名又は押印が必要です。

提出方法

　　　　　　　　　　　　　　　　　○○〇〇〇に関する請願（陳情）書

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成〇年〇月〇日

嘉麻市議会議長　〇〇〇〇　様

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　紹介議員（請願のみ）　〇〇〇〇（署名又は押印）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　請願（陳情）者

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住　所

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏　名　　　　　　　　　　　　　　　㊞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（法人名、代表者名）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電話番号

件名　〇〇〇〇〇について

趣旨　〇〇〇・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・。


